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【編集後記】
　疫禍により、今年度は、通常にはない対応をたくさん求められ疲弊した中、雑誌は例年通り
滞りなく発行に至れました。ただ、今号は、レギュラー掲載の翻刻・訳注原稿のみの寂しい内
容となってしまいました。『天地瑞祥志』の翻刻・校注については、学内執筆者である佐野の
担当箇所がすべて終わったため、今号で最後の掲載となります。
　雑誌の大きな変化として、組み版ソフトを導入し、誌面の統一感を出すようにしてみました。
しかし、慣れないソフトウェアの操作で、至らぬ所も多く、道具はあれどもプロフェッショナ
ルなできばえとはなりませんでした。専門の技術の大変さというものを身を以て知りました。
　投稿要領などは、人文学研究科の中国語中国文学分野・専門のサイトにて公開しています。
投稿希望の方はご覧ください。

（佐野誠子）
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